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　唾石症は顎下腺に好発する唾液腺疾患の代表的
なものであり，とくに片側性に発生することが多
い、
　今回，両側性顎下腺唾石の1例を経験したので
そのX線写真を供覧する．
　患者は67歳女性、1986年本学にて左側顎下腺唾
石症の診断のもとに唾石摘出術を行った．その
後，とくに症状なく経過していた．2000年8月頃
より左側顎下部の違和感を認めたため、同年9月
26日，同部精査目的のため本学を受診した．初診
時の現症としては，左側顎下部の腫脹，圧痛およ
び顎下リンパ節の腫脹はとくに認めなかった．断
層方式パノラマX線写真において，左右下顎角
部の顎骨と重積するように類円形の米粒大の不透
過像を認め、さらに左側下顎前歯部付近の歯槽頂
部にも同形の不透過像を認めた（写真：1）．咬
合法X線写真においては，右側顎下腺導管開口
部付近および顎下腺相当部の口腔底において不透
過像を認めた．とくに，顎下腺相当部においては
いくつかの石灰化物と思わせる不透過像が重なる
所見を呈していた（写真：2）．同部をさらに精
査するためにエックス線CT検査を行った．両側
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写真1：断層方式パノラマX線写真．左右下顎骨
　　　および左側下顎前歯部付近の歯槽頂部に
　　　石灰化物を認める．（△印）
写真2：咬合法X線写真．顎下腺開口部部付近お
　　　　よび顎下腺相当部に唾石様の構造物を認
　　　める．
顎下腺排泄管移行部および右側顎下腺体開口部付
近に唾石を思わせるhigh　density　structuresを
認め，両側顎下腺体の形態はやや萎縮を伴い不明
瞭であった（写真：3）．
　唾石症は通常片側性に発現し，顎下腺にみられ
ることが多いとされている．わが国におけるいく
つかの報告においても90％以上が顎下腺管ある
いは顎下腺体内に発生している12・3・】．また両側
性に発現する頻度は，0．4～2．2％とされてお
り1・L’・　：3・1，本症例は比較的まれな症例と思われ
た．
　唾石の発生要因には様々な説があり，本症例に
おいては，患者は比較的高齢であり，また唾石摘
出の既往もありそのため唾液腺の萎縮，および唾
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写真3：エックス線CT画像．両側顎ド腺排泄管移行部，右側顎下腺導管開口部付近に唾石を認め両側顎下腺
　　　　体の萎縮（△印）を認める、
液流出量が減少し唾液の停滞がおこり、唾石の発
生しやすい環境下にあったものと推考される．
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